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 救急車受け入れ要請のうち、何台受け入れができたのかを示しています。この指標は、救急診療を担当する

医療者の人数、診療の効率化、入院を受け入れる病棟看護師や各診療科の協力など、様々な要素が関わっ

てきます。 

QI指標 ④救急車・ホットラインの応需率について紹介します！！ 

 
 

          当院のホットライン数（救急車受入 

          要請件数）は約300～470件/月で、

季節により変動があります。救急車受入れ件数（応

需件数）は、平均250件/月（平成28年度）、ホットラ

インの21～30％程度が受け入れ困難でお断り（不

応需）となっています。 

 1月の救急応需率が低いですが、応需件数でみる

と249件/月と今年度（平成28年4月～2月）最多でし

た。例年、冬季は感染症（インフルエンザや感染性

胃腸炎など）や肺炎・脳卒中、骨折などの患者が増

え、救急車の出動が増加します。入院を必要とする

患者様が多くなり、1月から2月にかけて当院はほぼ

満床に近い状態が続き、救急車の受入れをお断り

せざる得ない状況が発生しました。入院ベッド理由

以外では、救急外来多忙や緊急手術・重症者対応 

 
 

などで医師・看護師の対応困難、診療科医師不在

（専門診療科の診察が必要と判断）の理由が多く

なっています。 

 当院は緑区の救急医療の中核を担う病院として、

できる限り救急車を断らずに受けていかなければな

りません。救急応需率を上げるために、院長、副院

長、看護部長、事務長などが参加する救急車報告

会を週3回実施し、不応需理由の妥当性や受け入

れ時の問題の有無を確認しています。また、毎月開

催される外来救急病床対策会議では、救急体制に

関する課題解決に向けた検討を行っています。 

 迅速かつ円滑な救急受入れのためには救急隊と

顔の見える関係を作ることも重要と考え、救急隊症

例勉強会の開催や、看護師の救急車同乗研修、消

防署職員との意見交換会も実施しています。 

地域医療連携室長より 

コメントをいただきました！ 

＜計算式＞ 

             救急車で来院した患者数 

        救急車受け入れ要請件数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月
救急車で来院した患者数 238 240 241 257 228 243 208 238 291 294 249
救急車受け入れ要請件数 317 331 307 342 292 319 287 331 381 475 353

平成28年度



～救急車お迎えの様子です！～ 

ちょっと 豆情報 

平成28年4月～平成29年2月までの 

「救急隊別件数」「救急搬送入院割合」 をご紹介!! 

累計の救急隊別件数を表しています。

（断り件数は省く） 

やはり緑救急がダントツに多いです！ 

入院患者累計のうち救急車で

来院し、そのまま入院された

方の割合を示しています。 

入院患者の約3割が救急車に

よる搬送からの入院です！ 

どんな天候の日でも患者様、救急隊の方が安心し

て到着されるようお迎えしています！ 

担当者が休みの日、別業務で出られない場合は、

管理部がローテーションで対応しています。 
 

CS室 から一言♪ 

救急隊をお迎えする時は、速やかに進入でき

るよう、周囲の人々や車両に細心の注意を払

い、非常に緊張します。隊員の方と手を挙げ

て合図を仕合いますが、連携が取れた安心の

一瞬でもあります。これからも救急隊の方が

安心して当院にお越し頂けるよう、礼節を持っ

て対応したいと思います。 

救急搬送入院割合 

29.7％ 

  次回は 「退院後4週間以内の計画外再入院率」 

              「退院後4週間以内の緊急再入院率」を取り上げます！！ 

                               おたのしみに ・・・♪ 
 

入院患者累計 3,574
救急搬送入院 1,063


